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オフィス山田の
手作りパソコンネットワーク

山田祥平

複数のパソコンとネットワークインターフェイスカード、そしてそれらを結ぶケーブル。これら

があれば、とりあえず、物理的な接続は完了する。今月は、いよいよ、これをプライベート

なインターネットへと仕上げていく。Windows NT Server3.5を使って、実際にオフィス

内ネットワークを設定する際のポイントを解説しよう。

Vol.3 NTサーバーを立ち上げる
TCP/IPネットワーク設定のポイント

▼メモリに余裕がある
パソコンを選んで

まず、手元のパソコンのうち、最もリソ

ースに恵まれたマシンを選び、それにWin-

dowsNT3.5Serverをセットアップしよう。

CPUのパフォーマンスよりも、メモリの量、

ディスクの空き容量が快適さにつながる。少

ない台数のパソコンしかない場合、NTをセ

ットアップしたマシンも現役の作業用マシン

として使い続けたいのが人情だが、潤沢な

メモリさえあれば、それができる。CPUは

ペンティアム、メモリは32Mバイト程度と

いうのが理想だが、DX2/66程度でもそこ

そこ動くし、メモリも16Mバイトあれば、何

とかなる。ただ、セットアップのために、

CD-ROMドライブだけは装着したマシンが

望ましい。

まず、MS-DOSでCD-ROMドライブに

アクセスできるように設定しておき、CD-

ROMからsetup.exeを起動する。PC/AT

互換機なら、このとき、/bオプションをつ

けることで、ハードディスクの空きが豊富に

あれば、フロッピーディスクをいっさい使わ

ずにセットアップすることもできる。

実際の設定はほとんどオートで行われる。

▼ネットワークと
パソコンに名前を

ポイントは、ドメイン名とコンピュータ名

の設定だ。

ドメイン名は、そのネットワーク全体を

指す名前で、コンピュータ名は、そのネッ

トワークに接続される個々のコンピュータの

名前となる。コストはかかっても、NT Serv-

erにしたのは、ドメインコントローラとして

の機能を持っているからだ。廉価なワーク

ステーション版にはこの機能がない。

ネットワーク上にドメインコントローラが

あれば、個々のパソコンのリソースを使うた

びにパスワードを入れたりする必要がなくな

る。これは、リソースを持つパソコンが1台

だけの場合にはちっともありがたみを感じな

いのだが、もうしばらくしてWindows95が

リリースされ、ピア・ツー・ピアネットワー

クが当たり前になり、ネットワークの各パソ

コンにいろいろなリソースが散在するように

なってくると、その便利さが実感できる。

たくさんの部屋があるマンションがあり、

それぞれの部屋ごとに鍵が違うと、鍵の束

を持って歩き、部屋ごとに鍵を開けるとい

う煩雑な作業が必要だが、特殊な鍵でマン

ションのエントランスホールの鍵を開ければ、

すべての部屋の鍵がそれに連動して開くよ

うなものだと考えてほしい。ドメインにログ

オンすることで、そのドメインにあるリソー

スがすべて利用できるようになるのだ。

うちの場合は、NTをセットアップしたコ

ンピュータには、リサーチ用のPCという意

味でrshpcという名前をつけ、山田祥平事

務所ということで、syolabというドメイン

名をつけた。

▼パソコンを識別する
IPアドレスの知識

セットアップ時にちょっと悩んでしまうの

は、TCP/IPの設定だ。TCP/IPというのは、

Transmission Control Protocol/Internet

Protocolの頭文字をとったもので、ネット

ワーク通信を行うための約束ごとの1つだ。

本誌の読者なら、WWWサーバーにアク

セスし、ブラウザーでホームページを見て歩

いたり、telnetやftpなどを使ってインター

ネット上のホストコンピュータと通信した経

験があると思う。そのために、インターネッ

トプロバイダー業者とダイアルアップIP接

続の契約をしていたりするはずだ。ここで使

われるtelnet、ftp、httpなどは、すべてプ

ロトコルの名前だ。

正確にいうと、IPというプロトコルがあ

って、はじめてTCPというプロトコルを使

うことができ、その上でさらに、telnetやftp
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といったプロトコルを使うことになる。すな

わち、自宅やオフィスにプライベートなイン

ターネットを作るということは、パソコン同

士がTCP/IPで通信をするということにほか

ならないわけだ。

TCP/IPでの通信のために、各パソコンに

は、そのネットワーク上で自分自身を識別

するために、1台ごとに固有のIPアドレスを

割り振らなければならない。IPアドレスは、

正確にはネットワークインターフェイスカー

ド1枚ごとに割り振られる。というのも、複

数のカードを実装したパソコンもあるからだ。

このアドレスは、カードごとに固有なもの

でなければならない。ネットワーク上に、同

じアドレスを持つカードが複数存在すること

は許されないのだ。ということは、自分勝

手にアドレスをつけてしまうと、アドレスの

体系がめちゃくちゃになってしまうことを意

味する。

これは、郵便を届けるための所番地と同

じように考えればいい。「千代田区三番町

20」という住所が世界に1つしかないから

こそ、きちんと郵便が配達されるのだ。そ

れぞれが勝手に「こここそが千代田区三番

町20」であると主張したら、郵便は大混乱

してしまうだろう。

世界的規模のネットワークであるインタ

ーネットでは、IPアドレスの重複を防ぎ、ネ

ットワークが正しく機能するように、Net-

work Information Centerがアドレスの一元

管理を行っている。日本では、東京大学大

型計算機センター内にあるJapan Network

Information Center(JPNIC)が、われわれか

らの申請に基づいて、アドレスの割り当て

をする。

もっとも、これから作ろうとしているネッ

トワークは、とりあえずは閉じた空間にある

「インターネット」なので、その管理者がき

ちんと把握できるのなら、IPアドレスを勝

手につけてもかまわない。個々のパソコンに

同じアドレスを割り当ててしまってネットワ

ークが大混乱になっても、迷惑を被るのは

その中のユーザーだけで、他人に迷惑をか

けることはない。

言ってみれば、マンションの中の各戸に

勝手に部屋番号を割り振るようなものだ。

今日からこの部屋は○号室と勝手に決めて

もまったく問題はない。もし、外のインター

ネットにつなぐなら、JPNICや委託されて

いるプロバイダーにきちんと申請し、正式に

割り当てられたアドレスを使用しなければな

らないが、プライベートネットワークの中で

は、自由に割り振るのがよい。そして後日

インターネットに接続する日が来たら正式

なアドレスに変更すればいい。いつインター

ネットに接続できるか具体的な予定もない

のに、正式なアドレスを取得するのはやめよ

う。JPNICの負担を大きくするだけだ。

▼NT Serverで
IPアドレスを決める

IPアドレスは、32ビットの数値で表され

る。単純に計算すると、2の32 乗で、

図1 WindowsNT3.5 Serverのコ
ントロールパネル。ネットワー
クのアイコンをダブルクリック
して起動すると、ネットワー
クの設定になる

図2 「ネットワークの設定」ウィン
ドウ。組み込まれているカード
アダプターの表示や追加、ソ
フトウェアの管理などはここで
行う

図3 図2でコンピュータの「変更」ボタンをクリック
すると、このウィンドウが開く。接続するパソコ
ンの名前を指定する

図4 図2でドメイン（またはワークグループ）の変
更ボタンをクリックすると、このウィンドウが
開く。ドメイン名はここで指定する
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4,294,967,296とおりのアドレスを表現で

きる。40億もあるという考え方もできれば、

たった40億しかないという考え方もできる。

この32ビットを、8ビットずつの4つの組に

区切り、それぞれの組を10進数で表しピリ

オドで区切り、×.×.×.×のスタイルで表

される。

そしてその4つの数字は、さらにネットワ

ークアドレス部とホストアドレス部に分けら

れる。実際のアドレスは、ネットワークごと

に割り振られるため、その規模によって、A

からCまでの3つのクラスに分けられている。

ここで構築しているような小規模なネットワ

ークでは、頭の×.×.×をネットワークアド

レス、最後の×をホストアドレスとして使

い、最大で254個までのマシンを接続でき

るクラスCを使う。

インターネットコミュニティでのTCP/IP

のプロトコル内容を規定したRequest For

Comments(RFC)では、とりあえず、プラ

イベートインターネットのクラスCアドレス

として、192.168.0.0から192.168.255.

255までを使うように推奨している。IPア

ドレスでは、0と255は特別なアドレスとし

て予約されているので、これからTCP/IPを

実装しようとしている最初のマシンには、

192.168.0.1をアドレスとして割り当て、マ

シンが増えるごとに、192.168.0.2、192.

168.0.3…と順に割り振っていけばいい。

さらに、IPアドレスの割り振りに際して、

サブネットマスクという項目を設定しなけれ

ばならない。これは、1つのネットワークア

ドレスを複数のサブネットワークアドレスに

分割するためのものだが、ここではサブネッ

トワークを定義するような大きなネットワー

クを組むわけではないので、マスクとしてク

ラスC初期値の255.255.255.0を指定して

おく。

また、WindowsNTは、DHCPという便

利な機能を持っている。これは、あらかじ

め、そのネットワーク内の各パソコンが使う

IPアドレスをプールしておき、接続を要求

されるたびに、使っていないアドレスを自動

的に発行することができるというものだ。た

とえば、100台のパソコンをネットワークに

つなぐつもりなら、DHCPサーバーとなるパ

ソコンには、192.168.0.1を割り当ててお

き、それ以外のパソコン用として192.168.

0.2から192.168.0.100までの99個を確保

しておけば、各パソコンは、自分のアドレ

スが何であるかを気にすることなく簡単に接

続することができる。普段、インターネッ

トプロバイダーにダイアルアップIP接続する

場合には、これと同等の機能を使ってプロ

バイダーから、一時的にアドレスを借り出

しているわけだ。それと同等のことが、プラ

イベートなインターネット内でもできるとい

うことだ。

これらの設定は、NT Serverのコントロ

ールパネルのネットワークアプレットを起動

し、ソフトウェアの追加で、TCP/IPプロト

コルおよび関連コンポーネントを選択すれ

ば、詳細を設定して組み込むことができる。

また、リモートアクセスサービスという機

能を組み込めば、インターネットプロバイダ

ーとモデムを介したダイアルアップIP接続

ができるようになり、当然の結果として、

telnetやftpなどを使うことができる。これ

らのユーティリティは、WindowsNTに標準

で添付されている。さらに、WWWブラウ

ザーを用意すれば、ネットサーフィンもでき

る。これらのことができれば、このパソコン

にはTCP/IPが実装されているのだと実感で

きるはずだ。

▼Win3.1のソフトも
ほとんど使える

WindowsNT Serverをセットアップした

パソコンは、普通に使う分にはWindows3.1

と、そんなに違いはない。不便を感じるこ

とがあるとすれば、まず、IMEの仕様が異

図5 「ソフトウェアの追加」で「TCP/IPプロトコル
関連コーポネント」を選択すると、図6になる

図6 このウィンドウで「DHCPサーバーサービス」をチェックすると、
DHCP機能により接続するパソコンのIPアドレスを自動的に発行
してくれる
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なるため、Windows3.1用のかな漢字変換

ソフトが使えない点がある。

これに関しては、シー・エフ・コンピュ

ーティングが、「IME Bridge for Windows

NT 3.5」という製品を用意している。Win-

dows3.1用のIMEをNT上で使えるように

するユーティリティで、ニフティサーブの

WINVAでオンラインで購入できるほか、ソ

フトバンクから書籍としても発売されてい

る。このユーティリティを使うことで、WX

やATOK、VJEのような使い慣れたかな漢

字変換ソフトが利用できるようになる。

また、NTでは、Windows3.1用のファ

クシミリソフトが使えない。これは、Win-

dows3.1とWinNTのプリンタドライバーの

仕様の違いによるものだ。これを困るとする

方も少なくないだろう。さらに、普段、

Windows3.1をプログラムマネージャーとフ

ァイルマネージャーだけで使っていた方には

関係のない話だが、ダッシュボードなどの一

部のシェルが動いてくれない。

これらの点では多少の不便を感じるが、

それをのぞけばビジネスソフトのほとんどは

まったく問題なく使え、しかも、安定性は

バツグンだ。Windows3.1のように、メモ

リがたっぷりあるのにメモリ不足といった理

不尽な現象に見舞われることもない。この

堅牢さは、さすがは32ビットOSだ。Win-

dows3.1では32Mバイトものメモリを増設

しても、20Mバイト分くらいはデータが読

み書きされたことがないんじゃないかと思え

るが、NTなら、メモリの増設のしがいがあ

るというものだ。

▼リソースの設定は
Windows95なら簡単？

こうして、ネットワーク上の1台のパソコ

ンにWindowsNT Serverをセットアップで

きたら、その他のパソコンもTCP/IPを実装

してネットワークにつないでいく。

現時点では、WindowsパソコンをNTド

メインに参加させる最も簡単な方法は、

LAN Managerを使うことだ。そのためのソ

フトウェアは、WindowsNT ServerのCD-

ROMの中に入っているので、ライセンスを

購入して各パソコンに組み込むことで、マ

イクロソフト・ネットワークのクライアント

として、Windowsからドメインの共有リソ

ースが使えるようになる。これで、NTに接

続されたディスクやプリンタなどの公開リソ

ースを、あたかも自分のマシンに接続された

ものであるかのように扱える。

ただし、ここでは、LanManagerの詳し

い設定などについてはふれないことにする。

というのも、おそらく秋にはWindows95の

日本語版が出荷されるだろうし、実際のネ

ットワーク構築にあたっては、それを使って

接続するのが最も手っ取り早い方法になる

からだ。もちろん、DHCPサーバーからIP

アドレスを自動的に割り当てられる。ほと

んど何も考えないで、TCP/IPでのネットワ

ーク接続ができるので、それを待つのがいち

ばんいいのではないかと思う。Windows95

の日本語版は、この原稿が掲載される号が

書店に並ぶ頃には、ファイナルベータとなっ

ているはずで、次号、あるいはその次の号

あたりで詳しく接続の実際を紹介できるは

ずだ。

TCP/IPでつながれたプライベートインターネッ
トに「リモートアクセスサービス」で接続する
こともできる。
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